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編集後記

今シリーズ展開中は、
「教学改革実態調査」で全国の大学に伺います
今号の特集はいかがでしたでしょうか。シリーズ「学習者

中心の教学改革を推進する」の展開中、高等教育研究室

VIEW21大学版編集部では、『VIEW21』をお送りした全国

の大学を直接お訪ねし、右記のような内容のヒアリング調

査を実施しています。小誌編集部からの連絡がありました

際には、ぜひとも、調査へのご協力をお願いいたします。

からのお知らせ

ヒアリング内容

•教学改革の現状
•教学改革の課題
•改革の成果
•今後の改革の方向性　など

◎今回の特集で取材した山田剛史先生のお話の中

で、過干渉でもなく不干渉でもない距離感という

のがありました。親になると誰しもが、子どもと

の距離感で悩む部分です。家庭でも、子どもの面

倒を見過ぎて本人が自立できないといけないし、

かといって、面倒をあまり見ないで、素行が悪く

なってしまってもいけません。大学での学生との

接し方もまさに同じです。程良い距離感で、学生

の自立を促すということが大切です。自分も、何

十年も前に大学生だった頃、やはり失敗をしなが

ら成長した記憶があります。失敗によって、自分

一人で生きていくことの責任を学んだように思い

ます。人は、自ら道を切り開くことによって成長

します。このような自己決定を、学生が自らする

機会をしっかり作りつつ、何か問題になりそうな

時には手を差し伸べることが出来る環境、そんな

状態を正課外まで含んだ形でつくりあげること

が、大学に求められていると思います。

（広瀬）

◎ここ最近の大学入試の特徴を表すキーワードの

一つが「安全志向」です。景気回復のスピードが

遅く、教育課程の移行などによる入試制度変更も

重なって、「確実に合格できる大学」に出願する

受験生は少なくありません。「最近の受験生には

チャレンジ精神が足りない」と嘆く声をいただく

こともありますが、必ずしも入試の難易度だけを

理由に「安全」な選択をしている受験生ばかりで

はありません。出願先に悩む高校生やその保護者

の方々と実際にお話をすると、こちらが驚かされ

るほど志望校の教育プログラムをきちんと調べて

いることが多いのです。その観点も、いわゆる正

課の内容だけでなく、留学や資格取得の支援体制

からサークルの充実度合い、キャンパスの雰囲気

まで多岐にわたります。自分の将来の夢を実現す

るための教育プログラムがどの大学にあるのか。

「安全志向」の中でも、その視点をもって大学を

選択する受験生は増えつつあるようです。

（村山）


